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○自主防災活動の必要性
　地震など大規模な災害が発生
すると、役場や消防署・警察署
などの防災関係機関は全力で活
動します。しかし、
▽火災や家屋倒壊で直ちに救
助・救出活動ができない。
▽道路や橋が壊れたり、倒壊家
屋や路上駐車があったりし
て、消防車や救急車などの緊
急車両が通れない。
▽電話が混雑し、消防や警察へ
の通報がかかりにくくなる。
▽水道管が破損した場合には、
じゅうぶんな消火活動ができ
なくなる。
など、行政の活動が遅れること
が予想されます。
　そのような状況では、自らの
手で初期消火や救助 ･救出活
動、応急手当をしなければ、被
害を最小限に食い止めることが
できません。一人一人が力を合
わせ、近所の方々と助け合うこ
とで、尊い命と財産を守ること
ができます。
　災害に立ち向かうためには、
自主防災の意識「自分たちの地
域は自分たちで守る」が必要で
す。

○自主防災の活動
　町では、皆さんの自主防災活
動を積極的に推進するため、さ
まざまな支援をしています。
▽自主防災会育成補助金
▽自主防災会資機材補助金
　これらは、地域の防災力を高
め、災害の軽減を図るための補
助金制度です。
▽家具転倒防止金具取付補助
　高齢者などの災害時要援護者
世帯を対象に、転倒防止金具を
家具 4点まで無償設置します。
▽消火訓練
　半田消防署阿久比支署や地元
消防団に指導を受け、消火器を
使用した初期消火訓練や消火栓
からの放水訓練を実施します。
▽救護訓練
　半田消防署阿久比支署の指導
で、身近なものを使った応急手
当や心肺蘇生法、ＡＥＤ（自動
体外式除細動器）の操作方法、
負傷者の搬送方法を習得します。
▽防災出前講座
　防災交通課では、皆さんの地
域に出向き、地震防災を中心と
する「防災出前講座」を開催し
ます。自主防災会を中心とした
少人数のグループでも構いませ
ん。気軽に相談ください。

　大災害が発生したときに、そ
の家屋にいる方の無事を、地区
の方や救助隊にいち早く知らせ
るための大切な手段が『安否確
認フラッグ』です。
　無事であれば、フラッグを玄
関先など道路や屋外から目立つ
場所に掲げてください（日常的
に玄関先に掲げておくものでは
ありません）。その後、状況に
応じて避難場所に移動しましょ
う。
　いざという時、フラッグをす
ぐに取り出せるように、玄関な
どわかりやすい場所に保管して
おきましょう。
　誤ってフラッグを紛失された
方は、防災交通課窓口でお渡し
するので、申し出てください。

ご存じですか？
『安否確認フラッグ』

の活用方法

８月２５日（日）に実施する『町内一斉防災訓練』でも、
安否確認フラッグの掲示など「家庭での訓練」を行っ
てください。


